
開会式の１年生挨拶の様子

教育目標：なかまとともに、進んで学び、たくましく、思いやりのある子どもの育成

運動会大成功９/20

天候にも恵まれ、みんなの心が一つになった素晴らしい運動

会が実施されました。結果的に白団の優勝となりましたが、閉

会式での内村文彦 PTA 会長のお話にもあったように、各団が心

一つに頑張った過程に、勝ち負けを超えた素晴らしさがあると

感じました。今年度の思い出のアルバムに、また一つ「コロナ

プラス」を追加することができました。支えていただいた全て

の皆様に感謝いたします。

霧島岑神社見学（３年） そばの種まき（４年） ９/10

感染対策には十分に配慮しながら、様々な校外学習も実施し、教育活動も充実してきて

います。御支援をいただいた地域の皆様に感謝・感謝です。

細野小学校

学校通信

令和２年度

第６号（10／９発行）桜の学び舎 細野小

【閉会式：6年豊島 功右輔さんの挨拶】

新型コロナの影響で短縮・出番の減った運動会を残念に思ってい

たが、リーダー達が一生懸命練習する姿やスローガンの「今こそ一

致団結」という言葉に後押しされ、「今できることを精一杯しよう」

という気持ちになった。そして本番に高学年の一致団結した最高の

ソーラン節も披露できた。今後も今できることに精一杯取り組み、

残り少ない小学校生活を後悔しないように、しめくくりたい。
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1学期の終業式（全校）１０/９

１学期の終業式では、児童一人一人が頑張ったことや思い出、これから努力したいこと

等について振り返りました。代表の３年生と６年生の発表の概要を紹介します。

６年 三宅 祐翔さん

３年 久米さくらさん

「みやにち俵万智短歌賞」 高鍋西中 黒木星馬さん が見つけた『コロナプラス』

今回の通信では、細野小学校の３名の児童の素晴らしい発表を紹介しました。

最後に標記の公募展で、学生として初めて「俵万智賞（最優秀賞）」に輝いた、中学２年

黒木星馬さんの作品を紹介します。新型コロナウイルスの影響で、長期間会えずにいた大

切な友達と、再び会えた喜びを詠んだものです。

黒木星馬さんは、細野小学校通信で紹介してきた『コロナプラス』を３１文字で見事に

表現しています。そして授賞式のコメントで、こう締めくくっています。

「当たり前の日々がなくなって初めて、なんとも思っていなかった当たり前の日々

が、実は、とても大切な時間だったと気付かされた」と。

１学期は「自分から相手の目を見て気持ちのよい挨拶をするこ

と」を頑張った。挨拶は人と人をつなぐ大切な役割もするので、

挨拶を通して人と人との輪を広げていきたい。

２学期の目標は、「集中力を高め宿題を１時間以内に終わらせ

ること」だ。自分の将来の目標の実現のために、人と話せる力と

集中力が大切なので、これからも挨拶・集中力に磨きをかけてい

きたい。

細野小に転校してきた１学期に最高の３つの思い出ができた。

①1組のみんなが歓迎会をしてくれた。（とてもうれしかった。）

※フルーツバスケット・ダンスが楽しかった。

②初めてできた水泳の学習。（前の学校では水泳がなかった。）

※浮き方、けのび、泳ぎ方を学んだ。

③コロナで午前中になった運動会。（来年は優勝するぞ）

※私のいた赤団は負けたけど、赤・白どちらもよく頑張った。

友達と

話せることの幸せを

教えてくれた新型コロナ


